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一般質問



危
機
管
理
課
長
　
雑
入
で
受
益
者
負
担
分

を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。
申
込
者
に
対

し
納
付
書
を
今
年
度
中
に
送
付
し
、
支
払

い
を
い
た
だ
き
納
品
後
、
領
収
書
を
持
っ

て
品
物
と
交
換
す
る
予
定
で
す
。

青
木
嚴
　
追
加
購
入
希
望
者
が
あ
り
、
５
０

０
台
に
満
た
な
い
場
合
の
価
格
は
？

危
機
管
理
課
長
　
追
加
の
補
充
に
つ
い
て

は
今
の
と
こ
ろ
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。
購

入
に
つ
い
て
は
５
０
０
台
を
超
え
な
い
と

安
く
は
な
り
ま
せ
ん
。

二
見
　
街
灯
新
設
事
業
に
つ
い
て
、
新
設

す
る
際
の
基
準
は
あ
る
の
か
？

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
新
設
の
要
望
が
あ
っ

た
場
合
、
30
ｍ
以
内
に
街
灯
が
あ
る
か
な

い
か
な
ど
状
況
を
確
認
し
た
中
で
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
認
定
第
１
号

 

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
（
平
成
23

年
度
真
鶴
町
一
般
会
計
決
算
）　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

全
員
賛
成

村
田
　
宮
の
前
集
会
所
の
年
間
使
用
実
績

は
？

総
務
課
長
　
一
階
は
観
光
協
会
が
使
用
し

常
時
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
二
階
は
集
会
施

設
と
し
て
地
元
自
治
会
な
ど
で
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
施
設
は
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

た
め
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

村
田
　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

運
用
実
績
は
？

介
護
健
康
課
長
　
平
成
22

年
10
月
か
ら
平
成
23
年
９

月
ま
で
の
一
年
間
の
利
用

状
況
は
当
町
で
は
１
件
で

す
。
町
外
の
利
用
件
数
は

山
梨
県
内
で
52
件
、
神
奈

川
県
内
で
２
２
２
件
で
す
。

村
田
　
地
域
自
殺
対
策
緊

急
強
化
事
業
の
消
耗
品
費

の
内
容
と
、
今
後
町
と
し

て
ど
う
取
り
組
ん
で
行
く

の
か
？

福
祉
課
長
　
消
耗
品
費
は

啓
発
と
い
う
こ
と
で
、
チ

ラ
シ
配
布
、
ノ
ボ
リ
、
配

布
用
テ
ィ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

な
ど
で
す
。
年
間
を
通
し

て
啓
発
活
動
を
し
て
い
き

ま
す
。
国
や
県
で
電
話
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で

町
民
へ
の
周
知
も
し
て
い

き
ま
す
。

村
田
　
岩
海
水
浴
場
運
営

事
業
に
つ
い
て
水
難
事
故
は
あ
っ
た
の
か
、

ま
た
医
薬
材
は
ど
の
よ
う
な
物
を
用
意
し
て

い
る
の
か
？

産
業
観
光
課
長
　
事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
医
薬
材
は
消
毒
液
、
ガ
ー
ゼ
な
ど
簡
単

９
月
５
日
〜
７
日  

定
例
会
開
催 

　
９
月
議
会
は
前
年
度
（
平
成
23
年

度
）
の
収
支
報
告
（
決
算
）
や
補
正

予
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
31
号

 

平
成
24
年
度
真
鶴
町
一
般
会
計  

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て
　
　
　        

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  
全
員
賛
成

村
田
　
社
会
資
本
整
備
総
合
補
助
金
は

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
訂
補
助
と
な

っ
て
い
る
が
、
当
町
だ
け
で
な
く
隣
接

す
る
地
域
ま
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
載

せ
ら
れ
る
か
？

危
機
管
理
課
長
　
真
鶴
町
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
も
と
と
な
る
県
の
浸
水
予
測

地
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い

て
は
写
し
取
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
作

成
中
の
た
め
、
真
鶴
町
の
白
図
１
万
分

の
１
で
落
と
せ
る
部
分
に
つ
い
て
は
写

し
取
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

青
木
嚴
　
防
災
ラ
ジ
オ
購
入
受
益
者
負

担
分
に
つ
い
て
、
町
民
か
ら
の
申
込
に

よ
り
注
文
書
が
出
て
い
る
訳
だ
が
全
額

立
替
し
、
各
個
人
か
ら
の
支
払
い
が
あ

っ
た
ら
次
で
補
正
を
す
る
の
か
？

な
も
の
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

板
垣
　
総
務
管
理
費
普
通
旅
費
が
前
年
よ
り

約
１
２
３
万
円
増
え
て
い
る
理
由
は
？

総
務
課
長
　
増
額
の
主
な
内
容
は
東
日
本
大

震
災
被
災
地
支
援
の
た
め
の
職
員
派
遣
で
延

９月議会報告

町民音楽祭（真鶴中学校吹奏楽部）

べ
人
数
13
人
、
延
べ
日
数
87
日
と
、
世
界
都

市
デ
ザ
イ
ン
サ
ミ
ッ
ト
参
加
旅
費
な
ど
で

す
。

板
垣
　
職
員
研
修
費
が
前
年
よ
り
約
27
万
円

減
っ
て
い
る
が
、
研
修
内
容
に
変
更
が
あ
っ

た
の
か
？

総
務
課
長
　
職
員
研
修
に
つ
い
て
は
大
き
く

３
つ
の
研
修
が
あ
り
ま
す
。
減
額
と
な
っ
て

い
る
の
は
庁
内
で
行
っ
た
研
修
の
回
数
が
減

っ
た
た
め
で
す
。

板
垣
　
青
少
年
育
成
連
絡
会
補
助
金
の
中
で

宿
泊
体
験
学
習
の
参
加
者
が
40
人
か
ら
23
年

度
は
21
人
と
減
っ
て
い
る
が
、
開
催
方
法
な

ど
の
変
更
が
あ
っ
た
の
か
？

生
涯
学
習
課
長
　
内
容
の
変
更
は
な
く
、
グ

ル
ー
プ
で
の
参
加
な
ど
、
年
度
に
よ
り
増
減

が
あ
り
、
24
年
度
に
つ
い
て
は
30
名
を
超
え

て
い
ま
す
。

板
垣
　
公
債
費
に
つ
い
て
、
返
済
の
ピ
ー
ク

は
い
つ
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
付
属
資
料
を

見
や
す
く
し
た
ら
ど
う
か
？

企
画
調
整
課
長
　
返
済
の
ピ
ー
ク
は
情
報
セ

ン
タ
ー
の
償
還
が
終
了
す
る
25
年
度
で
す
。

そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
毎
年
減
っ
て
い
き
ま

す
。
資
料
に
つ
い
て
は
来
年
度
に
向
け
て
調

整
し
て
い
き
ま
す
。

神
野
　
市
民
後
見
制
度
に
つ
い
て
市
民
後
見

人
を
養
成
し
て
い
こ
う
と
な
っ
て
い
る
が
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
養
成
し
て
い
く
の

か
？

福
祉
課
長
　
市
民
後
見
制
度
は
資
格
を
持
っ

て
い
る
人
が
代
理
行
為
を
行
い
ま
す
。
市
民

後
見
制
度
の
拡
充
が
国
の
考
え
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
町
と
し
て
は
一
般
人
の
方
に
代
理

行
為
を
行
っ
て
も
ら
う
事
ま
で
は
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

神
野
　
付
属
資
料
の
中
で
維
持
補
修
費
が
増

え
て
い
る
。
施
設
の
維
持
だ
と
思
う
が
計
画

的
に
行
っ
て
い
る
の
か
？

企
画
調
整
課
長
　
各
所
管
で
維
持
管
理
の
計

画
を
立
て
、
予
算
編
成
の
際
実
施
し
て
い
ま

す
。
使
用
状
況
を
み
な
が
ら
予
算
を
た
て
て

い
ま
す
。
交
付
金
が
お
り
た
と
い
う
事
で
対

応
で
き
る
維
持
補
修
を
し
た
た
め
増
え
て
い

ま
す
。

神
野
　
町
の
補
助
費
で
事
業
が
20
近
く
あ
る

が
、
今
後
行
財
政
改
革
の
中
で
仕
分
け
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
？

企
画
調
整
課
長
　
団
体
へ
の
補
助
な
ど
扶
助

的
な
補
助
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
に
お

い
て
内
容
を
精
査
し
交
付
し
て
い
き
ま
す
。

岩
本
　
住
宅
使
用
料
収
入
未
済
額
が
増
え
て

い
る
が
現
在
の
状
況
は
？

福
祉
課
長
　
住
宅
使
用
料
の
該
当
者
は
２
件

分
で
す
。
１
件
分
に
つ
い
て
は
退
去
さ
れ
て

い
ま
す
。
他
、
１
件
に
対
し
て
は
条
例
、
規

則
に
基
づ
き
最
終
勧
告
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

岩
本
　
予
防
接
種
委
託
料
は
昨
年
に
比
べ
増
え

て
い
る
が
予
防
接
種
の
種
類
、
接
種
人
数
は
？

質疑応答　

町民音楽祭（まなづる小学校４年生）
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９
月
議
会
報
告

収
納
対
策
課
の
効
果



危
機
管
理
課
長
　
雑
入
で
受
益
者
負
担
分

を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。
申
込
者
に
対

し
納
付
書
を
今
年
度
中
に
送
付
し
、
支
払

い
を
い
た
だ
き
納
品
後
、
領
収
書
を
持
っ

て
品
物
と
交
換
す
る
予
定
で
す
。

青
木
嚴
　
追
加
購
入
希
望
者
が
あ
り
、
５
０

０
台
に
満
た
な
い
場
合
の
価
格
は
？

危
機
管
理
課
長
　
追
加
の
補
充
に
つ
い
て

は
今
の
と
こ
ろ
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。
購

入
に
つ
い
て
は
５
０
０
台
を
超
え
な
い
と

安
く
は
な
り
ま
せ
ん
。

二
見
　
街
灯
新
設
事
業
に
つ
い
て
、
新
設

す
る
際
の
基
準
は
あ
る
の
か
？

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
新
設
の
要
望
が
あ
っ

た
場
合
、
30
ｍ
以
内
に
街
灯
が
あ
る
か
な

い
か
な
ど
状
況
を
確
認
し
た
中
で
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
認
定
第
１
号

 

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
（
平
成
23

年
度
真
鶴
町
一
般
会
計
決
算
）　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

全
員
賛
成

村
田
　
宮
の
前
集
会
所
の
年
間
使
用
実
績

は
？

総
務
課
長
　
一
階
は
観
光
協
会
が
使
用
し

常
時
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
二
階
は
集
会
施

設
と
し
て
地
元
自
治
会
な
ど
で
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
施
設
は
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

た
め
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

村
田
　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

運
用
実
績
は
？

介
護
健
康
課
長
　
平
成
22

年
10
月
か
ら
平
成
23
年
９

月
ま
で
の
一
年
間
の
利
用

状
況
は
当
町
で
は
１
件
で

す
。
町
外
の
利
用
件
数
は

山
梨
県
内
で
52
件
、
神
奈

川
県
内
で
２
２
２
件
で
す
。

村
田
　
地
域
自
殺
対
策
緊

急
強
化
事
業
の
消
耗
品
費

の
内
容
と
、
今
後
町
と
し

て
ど
う
取
り
組
ん
で
行
く

の
か
？

福
祉
課
長
　
消
耗
品
費
は

啓
発
と
い
う
こ
と
で
、
チ

ラ
シ
配
布
、
ノ
ボ
リ
、
配

布
用
テ
ィ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

な
ど
で
す
。
年
間
を
通
し

て
啓
発
活
動
を
し
て
い
き

ま
す
。
国
や
県
で
電
話
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で

町
民
へ
の
周
知
も
し
て
い

き
ま
す
。

村
田
　
岩
海
水
浴
場
運
営

事
業
に
つ
い
て
水
難
事
故
は
あ
っ
た
の
か
、

ま
た
医
薬
材
は
ど
の
よ
う
な
物
を
用
意
し
て

い
る
の
か
？

産
業
観
光
課
長
　
事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
医
薬
材
は
消
毒
液
、
ガ
ー
ゼ
な
ど
簡
単

９
月
５
日
〜
７
日  

定
例
会
開
催 

　
９
月
議
会
は
前
年
度
（
平
成
23
年

度
）
の
収
支
報
告
（
決
算
）
や
補
正

予
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
31
号

 

平
成
24
年
度
真
鶴
町
一
般
会
計  

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て
　
　
　        

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

全
員
賛
成

村
田
　
社
会
資
本
整
備
総
合
補
助
金
は

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
訂
補
助
と
な

っ
て
い
る
が
、
当
町
だ
け
で
な
く
隣
接

す
る
地
域
ま
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
載

せ
ら
れ
る
か
？

危
機
管
理
課
長
　
真
鶴
町
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
も
と
と
な
る
県
の
浸
水
予
測

地
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い

て
は
写
し
取
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
作

成
中
の
た
め
、
真
鶴
町
の
白
図
１
万
分

の
１
で
落
と
せ
る
部
分
に
つ
い
て
は
写

し
取
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

青
木
嚴
　
防
災
ラ
ジ
オ
購
入
受
益
者
負

担
分
に
つ
い
て
、
町
民
か
ら
の
申
込
に

よ
り
注
文
書
が
出
て
い
る
訳
だ
が
全
額

立
替
し
、
各
個
人
か
ら
の
支
払
い
が
あ

っ
た
ら
次
で
補
正
を
す
る
の
か
？

な
も
の
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

板
垣
　
総
務
管
理
費
普
通
旅
費
が
前
年
よ
り

約
１
２
３
万
円
増
え
て
い
る
理
由
は
？

総
務
課
長
　
増
額
の
主
な
内
容
は
東
日
本
大

震
災
被
災
地
支
援
の
た
め
の
職
員
派
遣
で
延

９月議会報告

町民音楽祭（真鶴中学校吹奏楽部）

べ
人
数
13
人
、
延
べ
日
数
87
日
と
、
世
界
都

市
デ
ザ
イ
ン
サ
ミ
ッ
ト
参
加
旅
費
な
ど
で

す
。

板
垣
　
職
員
研
修
費
が
前
年
よ
り
約
27
万
円

減
っ
て
い
る
が
、
研
修
内
容
に
変
更
が
あ
っ

た
の
か
？

総
務
課
長
　
職
員
研
修
に
つ
い
て
は
大
き
く

３
つ
の
研
修
が
あ
り
ま
す
。
減
額
と
な
っ
て

い
る
の
は
庁
内
で
行
っ
た
研
修
の
回
数
が
減

っ
た
た
め
で
す
。

板
垣
　
青
少
年
育
成
連
絡
会
補
助
金
の
中
で

宿
泊
体
験
学
習
の
参
加
者
が
40
人
か
ら
23
年

度
は
21
人
と
減
っ
て
い
る
が
、
開
催
方
法
な

ど
の
変
更
が
あ
っ
た
の
か
？

生
涯
学
習
課
長
　
内
容
の
変
更
は
な
く
、
グ

ル
ー
プ
で
の
参
加
な
ど
、
年
度
に
よ
り
増
減

が
あ
り
、
24
年
度
に
つ
い
て
は
30
名
を
超
え

て
い
ま
す
。

板
垣
　
公
債
費
に
つ
い
て
、
返
済
の
ピ
ー
ク

は
い
つ
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
付
属
資
料
を

見
や
す
く
し
た
ら
ど
う
か
？

企
画
調
整
課
長
　
返
済
の
ピ
ー
ク
は
情
報
セ

ン
タ
ー
の
償
還
が
終
了
す
る
25
年
度
で
す
。

そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
毎
年
減
っ
て
い
き
ま

す
。
資
料
に
つ
い
て
は
来
年
度
に
向
け
て
調

整
し
て
い
き
ま
す
。

神
野
　
市
民
後
見
制
度
に
つ
い
て
市
民
後
見

人
を
養
成
し
て
い
こ
う
と
な
っ
て
い
る
が
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
養
成
し
て
い
く
の

か
？

福
祉
課
長
　
市
民
後
見
制
度
は
資
格
を
持
っ

て
い
る
人
が
代
理
行
為
を
行
い
ま
す
。
市
民

後
見
制
度
の
拡
充
が
国
の
考
え
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
町
と
し
て
は
一
般
人
の
方
に
代
理

行
為
を
行
っ
て
も
ら
う
事
ま
で
は
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

神
野
　
付
属
資
料
の
中
で
維
持
補
修
費
が
増

え
て
い
る
。
施
設
の
維
持
だ
と
思
う
が
計
画

的
に
行
っ
て
い
る
の
か
？

企
画
調
整
課
長
　
各
所
管
で
維
持
管
理
の
計

画
を
立
て
、
予
算
編
成
の
際
実
施
し
て
い
ま

す
。
使
用
状
況
を
み
な
が
ら
予
算
を
た
て
て

い
ま
す
。
交
付
金
が
お
り
た
と
い
う
事
で
対

応
で
き
る
維
持
補
修
を
し
た
た
め
増
え
て
い

ま
す
。

神
野
　
町
の
補
助
費
で
事
業
が
20
近
く
あ
る

が
、
今
後
行
財
政
改
革
の
中
で
仕
分
け
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
？

企
画
調
整
課
長
　
団
体
へ
の
補
助
な
ど
扶
助

的
な
補
助
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
に
お

い
て
内
容
を
精
査
し
交
付
し
て
い
き
ま
す
。

岩
本
　
住
宅
使
用
料
収
入
未
済
額
が
増
え
て

い
る
が
現
在
の
状
況
は
？

福
祉
課
長
　
住
宅
使
用
料
の
該
当
者
は
２
件

分
で
す
。
１
件
分
に
つ
い
て
は
退
去
さ
れ
て

い
ま
す
。
他
、
１
件
に
対
し
て
は
条
例
、
規

則
に
基
づ
き
最
終
勧
告
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

岩
本
　
予
防
接
種
委
託
料
は
昨
年
に
比
べ
増
え

て
い
る
が
予
防
接
種
の
種
類
、
接
種
人
数
は
？

質疑応答　

町民音楽祭（まなづる小学校４年生）
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収
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介
護
健
康
課
長
　
前
年
比
大
幅
増
は
任
意
接

種
の
３
ワ
ク
チ
ン
が
重
要
性
の
関
係
か
ら
先

行
実
施
さ
れ
た
た
め
で
す
。
種
類
、
人
数
は

三
種
混
合
１
３
５
人
、
Ｍ
Ｒ
（
二
種
混
合
・

麻
疹
と
風
疹
の
ワ
ク
チ
ン
）
１
５
８
人
、
日

本
脳
炎
１
７
０
人
、
ポ
リ
オ
55
回
、
ヒ
ブ
73

人
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
１
０
４
人
、
子
宮
頸

が
ん
１
０
８
人
な
ど
で
す
。

岩
本
　
街
灯
管
理
事
業
で
は
電
気
料
が
30
万

円
増
え
て
い
る
。
昼
間
点
灯
し
て
い
る
街
灯

が
散
見
さ
れ
る
が
電
気
料
に
反
映
し
て
い
る

の
か
？

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
街
灯
本
数
は
22
年
度
の

１
４
３
９
本
か
ら
23
年
度
の
１
４
４
２
本
と

前
年
に
比
べ
３
本
し
か
増
え
て
い
ま
せ
ん
。

月
額
使
用
料
は
定
額
で
、
単
価
は
平
均
で
１

本
２
３
０
円
で
す
。
前
年
１
本
２
２
３
円
だ

っ
た
の
が
現
在
２
３
０
円
に
上
が
っ
た
こ
と

が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
認
定
第
２
号

 

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
（
平
成
23

年
度
真
鶴
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
（
事
業
勘
定
）
決
算
）　 

全
員
賛
成

神
野
　
不
納
欠
損
に
つ
い
て
は
決
算
審
査
意

見
書
に
も
あ
っ
た
が
前
年
に
比
べ
増
え
て
い

る
。
詳
し
い
内
容
は
？

収
納
対
策
課
長

　主
な
も
の
と
し
て
即
時
消

滅
６
件
、
時
効
か
つ
所
在
不
明
等
に
よ
る
消

滅
88
件
な
ど
で
す
。
単
に
時
効
に
よ
る
不
納

欠
損
に
つ
い
て
は
税
負
担
の

公
平
性
か
ら
も
問
題
が
あ
り
、

日
頃
か
ら
財
産
調
査
を
し
、
差

し
押
さ
え
処
分
な
ど
を
行
い
、

税
負
担
の
公
平
性
が
損
な
わ

れ
な
い
よ
う
に
適
正
な
処
理

に
努
め
て
い
ま
す
。
 

認
定
第
３
号

 

決
算
の
認
定
に
つ
い

て
（
平
成
23
年
度
真
鶴
町
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

（
施
設
勘
定
）
決
算
） 

　
　
　
　
　
　    

全
員
賛
成

村
田
　
外
来
収
入
、
患
者
数
の

減
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
分

析
し
て
い
る
の
か
？

診
療
所
事
務
長
　
内
科
医
が

い
な
く
な
り
外
科
医
一
人
だ

っ
た
こ
と
が
原
因
で
す
。
新
し

い
体
制
の
中
で
院
内
の
環
境

を
変
え
た
り
宣
伝
等
に
努
力

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
長
い
目
で
見
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
見
　
患
者
の
待
ち
時
間
が
長
い
と
い
う
声

が
あ
る
。
し
か
し
ス
ム
ー
ズ
に
い
け
ば
患
者

数
も
増
え
る
と
思
う
が
解
消
に
つ
い
て
は
？

診
療
所
事
務
長
　
待
ち
時
間
に
つ
い
て
は
ご

意
見
を
伺
っ
て
い
ま
す
。
先
生
に
丁
寧
に
診

て
い
た
だ
け
た
と
言
う
患
者
の
声
が
多
い
こ

と
も
事
実
で
す
。
短
い
時
間
で
良
い
診
察
を

受
け
ら
れ
る
の
が
一
番
い
い
こ
と
だ
と
思
う

の
で
内
部
で
対
応
の
工
夫
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

 

   

認
定
第
５
号

  

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
（
平
成
23

年
度
真
鶴
町
魚
座
・
ケ
ー
プ
真
鶴
特
別

会
計
決
算
）                      

全
員
賛
成

青
木
繁
　
ケ
ー
プ
真
鶴
付
属
施
設
の
シ
ー
フ

ロ
ン
ト
の
未
収
額
90
万
円
は
ど
う
な
っ
た
の

か
？
ま
た
新
た
な
契
約
者
と
の
契
約
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
？

産
業
観
光
課
長
　
平
成
22
年
度
ま
で
前
所
有

者
と
賃
貸
契
約
を
し
て
い
ま
し
た
。
建
物
管

理
な
ど
の
状
況
に
観
光
客
か
ら
ク
レ
ー
ム
な

ど
が
あ
り
何
度
か
注
意
を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ら
を
受
け
23
年
度
は
契
約
に
あ
た
り
他

の
町
民
の
希
望
も
あ
り
、
町
顧
問
弁
護
士
と

も
相
談
し
て
、
２
〜
３
年
期
間
を
定
め
た
契

約
を
交
渉
し
ま
し
た
が
、
話
が
ま
と
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
未
収
金
に
つ
い
て
は
再
三
申

し
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
い
ま
だ
に

未
収
で
あ
り
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

関
係
者
を
交
え
て
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
契
約
者
に
つ
い
て
は
貸
付
で
は
な

く
使
用
許
可
と
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
更
新

と
い
う
こ
と
で
一
年
間
の
使
用
許
可
を
与
え

賃
貸
借
契
約
と
は
別
で
す
。

＊
質
疑
・
応
答
は
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

質疑応答　

まなづる小学校運動会

議員も防災訓練

2012年11月15日発行
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審
議
結
果

黒
岩
　
宏
次

岡
ノ
谷
佳
子

草
柳
　
　
昭

青
木
　
　
嚴

二
見
　
和
幸

神
野
　
秀
子

岩
本
　
克
美

青
木
　
　
繁

海
野
　
弘
幸

高
田
　
　
昇

村
田
　
知
章

板
垣
由
美
子

議
決
結
果

反

対

賛

成

採
決
者
数

議　　　　案議案番号

11 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 11 0 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 11 0 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 11 0 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 11 0 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 11 0 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 11 0 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 10 1 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

11 11 0 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

    報

    報

議案第31号

議案第32号

議案第33号

議案第34号

議案第35号

議案第36号

認定第１号

認定第２号

認定第３号

認定第４号

認定第５号

認定第６号

認定第７号

認定第８号

報告第３号

報告第４号

採択結果　○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席（遅刻・早退を含む）　除＝除斥
議決結果　可＝可決　否＝否決　承=承認　認=認定　同=同意　報=報告　採＝採択　趣＝趣旨採択　不＝不採択　

平成24年度真鶴町一般会計補正予算（第２号）につい
て

平成24年度真鶴町国民健康保険事業特別会計（事
業勘定）補正予算（第１号）について

平成24年度真鶴町国民健康保険事業特別会計（施
設勘定）補正予算（第３号）について

平成24年度真鶴町下水道事業特別会計補正予算
（第１号）について

平成24年度真鶴町介護保険事業特別会計補正予算
（第１号）について

平成24年度真鶴町後期高齢者医療特別会計補正予
算（第１号）について

決算の認定について（平成23年度真鶴町一般会計決
算）

決算の認定について（平成23年度真鶴町国民健康保
険事業特別会計（事業勘定）決算）

決算の認定について（平成23年度真鶴町国民健康保
険事業特別会計（施設勘定）決算）

決算の認定について（平成23年度真鶴町下水道事業
特別会計決算）

決算の認定について（平成23年度真鶴町真鶴魚座・ケ
ープ真鶴特別会計決算）

決算の認定について（平成23年度真鶴町介護保険事
業特別会計決算）

決算の認定について（平成23年度真鶴町後期高齢者
医療特別会計決算）

決算の認定について（平成23年度真鶴町水道事業会
計決算）

平成23年度決算に基づく真鶴町健全化判断比率につ
いて

平成23年度決算に基づく真鶴町資金不足比率につい
て

平成24年　９月定例会　審議結果 会期（2012年９月５～７日）

議
長
は
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん



議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
議
会
改

革
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
検
討
し

て
い
ま
す
。

⒈
議
会
関
係
〔
先
例
集
〕
の
見
直
し

と
編
集

　
先
例
集
の
原
稿
を
、
全
委
員
が
各

自
で
、
そ
の
後
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

内
容
を
精
査
し
、
赤
字
で
加
筆
作
業

を
す
る
。

　
確
認
事
項
は
次
の
と
お
り
「
町
村

議
会
の
運
営
に
関
す
る
基
準
」（
議

員
必
携
）
に
合
致
し
て
い
る
か
。

　
条
文
は
正
し
い
配
列
に
な
っ
て
い

る
か
。

　
真
鶴
町
議
会
の
他
の
条
例
・
規
則

と
合
致
し
て
い
る
か
。

　
過
去
の
事
例
が
記
載
さ
れ
て
い
る

か
。
な
ど
提
出
期
限
を
決
め
て
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
に
完
了
す
る
。

⒉
議
会
報
告
会
の
あ
り
方
、
各
種
団

体
等
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

①
議
会
報
告
会
の
開
催
は
、
25
年
５

月
以
降
と
し
、
報
告
内
容
は
、
３
月

議
会
の
予
算
審
議
に
関
す
る
こ
と
と

す
る
。
そ
の
た
め
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
検
討
す
る
。

　
具
体
的
な
作
業
と
し
て
は
、
会
場

予
約
、
宣
伝
（
議
会
だ
よ
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
町
広
報
、
ポ
ス
タ
ー
、

地
方
紙
、ち
ら
し
等
）、資
料
作
成（
資

料
に
よ
る
予
算
報
告
）、
役
割
分
担

（
司
会
者
、
報
告
者
、
記
録
者
）
等

②
各
種
団
体
等
と
の
意
見
交
換
会

は
、
今
年
度
は
7
月
13
日
に
自
治
会

連
合
会
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

各
種
団
体
か
ら
の
要
請
が
あ
っ
た
場

合
に
検
討
す
る
。

⒊
請
願
書
、
陳
情
書
は
会
期
中
に
結

論
を
出
せ
る
よ
う
に
す
る
。

　
25
年
度
以
降
の
定
例
会
に
お
い
て

会
期
の
延
長
等
を
導
入
す
る
か
否
か

調
査
研
究
し
た
上
で
検
討
す
る
。

⒋
議
長
選
挙
の
立
候
補
制
導
入
の
検

討　
来
年
９
月
の
議
員
改
選
選
挙
後
に

実
施
で
き
る
よ
う
他
市
町
村
の
事
例

を
参
考
に
、
真
鶴
町
議
会
に
な
じ
む

よ
う
な
議
長
選
挙
の
方
法
を
検
討
す

る
。議

会
運
営
委
員
会
委
員
長
　
青
木
　
嚴

　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
は
真
鶴
町

議
会
の
活
性
化
に
向
け
、
調
査
を
完

了
す
る
ま
で
月
２
回
開
催
し
て
い
く

予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
た

内
容
、
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

第
１
回
　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
月
13
日

①
正
副
委
員
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
委
員
長
は
岡
ノ
谷
佳
子
、
副
委
員

長
は
板
垣
由
美
子
と
決
ま
り
ま
し

た
。

第
２
回
　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
月
29
日

今
後
の
検
討
項
目
に
つ
い
て

⒈
一
般
質
問
の
あ
り
方

⒉
議
員
定
数
他

⒊
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置

⒋
議
会
費
の
検
討

　
政
務
調
査
費
の
設
置
研
究

　
議
員
期
末
手
当

⒌
議
会
の
Ｉ
Ｔ
化
の
研
究

　
本
会
議
を
動
画
と
し
て
録
画
し
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
視
聴
で
き
る
よ

う
に
す
る
等

第
３
回
　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
14
日

①
一
般
質
問
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
一
問
一
答
形
式
の
質
問
方
法
な
ど

に
つ
い
て
論
議
を
し
た
。

第
４
回
　
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
28
日

①
議
員
定
数
他
に
つ
い
て

　
来
年
９
月
の
町
議
会
議
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
議
員
定
数
に
つ
い
て

論
議
を
し
た
。

　
今
後
、
町
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
の

意
見
を
参
考
に
、
３
月
に
は
結
論
を

出
す
予
定
で
す
。

第
５
回
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
15
日

①
議
員
定
数
他
に
つ
い
て

　
町
民
か
ら
の
意
見
収
集
の
具
対
策

に
つ
い
て
論
議
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
議
会
だ
よ
り
に
挟

み
、ご
意
見
等
を
い
た
だ
く
。
ま
た
、

他
の
方
法
に
つ
い
て
は
意
見
が
分
か

れ
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

②
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い

て　
設
置
の
必
要
性
な
ど
、
論
議
し
、

今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

 

第
６
回
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
30
日 

①
政
務
調
査
費
の
設
置
に
つ
い
て

　
設
置
の
必
要
性
な
ど
、
論
議
し
、

今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　

議
会
改
革
特
別
委
員
会
委
員
長
　

　
岡
ノ
谷
佳
子
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議会を傍聴してみませんか
次の議会は
　　　定例会12月14日㈮の
　　　　予定です。

真鶴地域情報センター
でも議会中継をしてます。

おねがい
　議員定数についてのアンケ
ート用紙が15ページにのせて
あります。多くの皆様からのご
意見をお待ちしています。



議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
議
会
改

革
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
検
討
し

て
い
ま
す
。

⒈
議
会
関
係
〔
先
例
集
〕
の
見
直
し

と
編
集

　
先
例
集
の
原
稿
を
、
全
委
員
が
各

自
で
、
そ
の
後
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

内
容
を
精
査
し
、
赤
字
で
加
筆
作
業

を
す
る
。

　
確
認
事
項
は
次
の
と
お
り
「
町
村

議
会
の
運
営
に
関
す
る
基
準
」（
議

員
必
携
）
に
合
致
し
て
い
る
か
。

　
条
文
は
正
し
い
配
列
に
な
っ
て
い

る
か
。

　
真
鶴
町
議
会
の
他
の
条
例
・
規
則

と
合
致
し
て
い
る
か
。

　
過
去
の
事
例
が
記
載
さ
れ
て
い
る

か
。
な
ど
提
出
期
限
を
決
め
て
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
に
完
了
す
る
。

⒉
議
会
報
告
会
の
あ
り
方
、
各
種
団

体
等
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

①
議
会
報
告
会
の
開
催
は
、
25
年
５

月
以
降
と
し
、
報
告
内
容
は
、
３
月

議
会
の
予
算
審
議
に
関
す
る
こ
と
と

す
る
。
そ
の
た
め
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
検
討
す
る
。

　
具
体
的
な
作
業
と
し
て
は
、
会
場

予
約
、
宣
伝
（
議
会
だ
よ
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
町
広
報
、
ポ
ス
タ
ー
、

地
方
紙
、ち
ら
し
等
）、資
料
作
成（
資

料
に
よ
る
予
算
報
告
）、
役
割
分
担

（
司
会
者
、
報
告
者
、
記
録
者
）
等

②
各
種
団
体
等
と
の
意
見
交
換
会

は
、
今
年
度
は
7
月
13
日
に
自
治
会

連
合
会
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

各
種
団
体
か
ら
の
要
請
が
あ
っ
た
場

合
に
検
討
す
る
。

⒊
請
願
書
、
陳
情
書
は
会
期
中
に
結

論
を
出
せ
る
よ
う
に
す
る
。

　
25
年
度
以
降
の
定
例
会
に
お
い
て

会
期
の
延
長
等
を
導
入
す
る
か
否
か

調
査
研
究
し
た
上
で
検
討
す
る
。

⒋
議
長
選
挙
の
立
候
補
制
導
入
の
検

討　
来
年
９
月
の
議
員
改
選
選
挙
後
に

実
施
で
き
る
よ
う
他
市
町
村
の
事
例

を
参
考
に
、
真
鶴
町
議
会
に
な
じ
む

よ
う
な
議
長
選
挙
の
方
法
を
検
討
す

る
。議

会
運
営
委
員
会
委
員
長
　
青
木
　
嚴

　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
は
真
鶴
町

議
会
の
活
性
化
に
向
け
、
調
査
を
完

了
す
る
ま
で
月
２
回
開
催
し
て
い
く

予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
た

内
容
、
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

第
１
回
　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
月
13
日

①
正
副
委
員
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
委
員
長
は
岡
ノ
谷
佳
子
、
副
委
員

長
は
板
垣
由
美
子
と
決
ま
り
ま
し

た
。

第
２
回
　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
月
29
日

今
後
の
検
討
項
目
に
つ
い
て

⒈
一
般
質
問
の
あ
り
方

⒉
議
員
定
数
他

⒊
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置

⒋
議
会
費
の
検
討

　
政
務
調
査
費
の
設
置
研
究

　
議
員
期
末
手
当

⒌
議
会
の
Ｉ
Ｔ
化
の
研
究

　
本
会
議
を
動
画
と
し
て
録
画
し
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
視
聴
で
き
る
よ

う
に
す
る
等

第
３
回
　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
14
日

①
一
般
質
問
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
一
問
一
答
形
式
の
質
問
方
法
な
ど

に
つ
い
て
論
議
を
し
た
。

第
４
回
　
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
28
日

①
議
員
定
数
他
に
つ
い
て

　
来
年
９
月
の
町
議
会
議
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
議
員
定
数
に
つ
い
て

論
議
を
し
た
。

　
今
後
、
町
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
の

意
見
を
参
考
に
、
３
月
に
は
結
論
を

出
す
予
定
で
す
。

第
５
回
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
15
日

①
議
員
定
数
他
に
つ
い
て

　
町
民
か
ら
の
意
見
収
集
の
具
対
策

に
つ
い
て
論
議
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
議
会
だ
よ
り
に
挟

み
、ご
意
見
等
を
い
た
だ
く
。
ま
た
、

他
の
方
法
に
つ
い
て
は
意
見
が
分
か

れ
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

②
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い

て　
設
置
の
必
要
性
な
ど
、
論
議
し
、

今
後
も
検
討
し
て
い
く
。
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６
回
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会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
30
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①
政
務
調
査
費
の
設
置
に
つ
い
て

　
設
置
の
必
要
性
な
ど
、
論
議
し
、

今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　

議
会
改
革
特
別
委
員
会
委
員
長
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全国からたくさんの議員が !

広
域
行
政
特
別
委
員
会

　
下
水
処
理
負
担
金
で
、
湯
河
原
町

と
協
議
書
の
調
印
式

　
７
月
30
日
に
、
真
鶴
町
役
場
内
に

お
い
て
、
平
成
24
年
度
以
降
の
真
鶴

町
の
下
水
処
理
負
担
金
に
係
る
協
議

書
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
平
成
４
年
度
湯
河
原
町

が
汚
水
の
受
け
入
れ
を
決
定
し
、
平

成
19
年
３
月
28
日
よ
り
真
鶴
町
の
公

共
下
水
道
の
供
用
が
始
ま
り
ま
し

た
。
同
年
行
わ
れ
た
下
水
処
理
に
係

る
真
鶴
町
の
負
担
額
の
協
議
書
は
、

23
年
度
ま
で
の
定
め
で
あ
っ
た
た
め

に
、
こ
の
た
び
24
年
７
月
４
日
か
ら

27
年
３
月
31
日
ま
で
に
つ
い
て
の
協

議
書
の
調
印
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
実
水
量
の
負
担
の
み
と
な

り
ま
し
た
。

広
域
行
政
特
別
委
員
会
委
員
長
　

青
木
　
繁

　議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
町
村
議
会
広
報
研
修
会
に
参
加

　
東
京
都
千
代
田
区
に
あ
る
砂
防
会

館
で
、
７
月
30
〜
31
日
に
議
会
広
報

の
研
修
会
が
あ
り
ま
し
た
。
全
国
か

ら
町
村
の
議
会
議
員
が
多
数
集
ま
り

ま
し
た
。
真
鶴
町
か
ら
は
、
議
会
だ

よ
り
編
集
委
員
会
の
委
員
長
、
副
委

員
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
の
内
容
は
、
文
章
を
わ
か
り

や
す
く
す
る
書
き
方
や
、
広
報
誌
の

レ
イ
ア
ウ
ト
表
現
や
写
真
の
撮
り
方

の
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
で
す
。
ま
た
、

全
国
の
い
く
つ
か
の
町
村
の
議
会
だ

よ
り
を
見
本
に
、
講
師
に
論
評
し
て

も
ら
う
学
習
の
場
も
あ
り
、
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
ち
ょ
っ
と
の
工
夫
で
、
読
み
や
す

さ
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
読
み
や
す

さ
は
文
章
力
だ
け
で
は
な
く
、
レ
イ

ア
ウ
ト
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
読
み
や
す
い
議

会
だ
よ
り
の
た
め
に
研け

ん
さ
ん鑽

に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
委
員
長 

　

村
田
知
章

議会だより まなづる Vol.37

7

委
員
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議
会
だ
よ
り
が

　
　
で
き
る
ま
で
！

本会議の終了後、１か月半で発行する作業目安
 ７日前 第１回委員会 原稿の担当ぎめ
 ０日目 本会議 各委員長や一般質問者へ原稿依頼
  原稿作り 担当ごとに原稿を作成
 14日目 第２回委員会 原稿収集、全委員がパソコンでデータチェック
  グーグルドキュメント（オンラインで原稿を共有し編集できるサービス）
  ※各委員が自宅でインターネットを活用して、原稿を校正し、時間を短縮しています。
 21日目 第３回委員会 顔を合わせて原稿のチェック、写真
  初校を印刷会社へ提出
 28日目 第４回委員会 初校チェック、担当課による原稿確認
  ２校を印刷会社へ提出
  委員長、副委員長、議会事務局によるチェック
  ３校を印刷会社へ提出
  委員長、副委員長、議会事務局による最終チェック
 40日目 校正終了　印刷会社へ
  印刷、製本、完成
 45日目 議会だより発行 町内の各施設へ配布（４００部）
   新聞折込（２６５０部）

議会だよりは、年４回の定例会
ごとに発行しています。

〜

〜

〜
〜

〜



　
真
鶴
よ
さ
こ
い
大
漁
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
主

催
：
真
鶴
町
元
気
事
業
実
行
委
員
会
）
は
、
平

成
22
年
10
月
24
日
に
第
１
回
が
開
催
さ
れ
今
年

で
３
回
目
に
な
り
ま
す
。
第
１
回
の
参
加
は
11

チ
ー
ム
で
回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
チ
ー
ム
が

増
え
、
今
年
は
17
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
に
よ
る
迫
力
あ
る

見
事
な
演
舞
の
披
露
を
町
内
外
か
ら
多
く
の

観
客
が
訪
れ
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
大
空
に
舞
う

フ
ラ
ッ
グ
も
勇
壮
で
見
ご
た
え
が
あ
り
ま
す
。

　
最
優
秀
賞
は
３
年
連
続
平
塚
学
園
高
校
チ

ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
町
か
ら
は
真
鶴

町
元
気
事
業
実
行

委
員
会
補
助
費
と

し
て
、
１
０
０
万

円
を
支
出
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
う
ち
よ
さ

こ
い
大
漁
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
は

95
万
円
が
充
て
ら

れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
26
回
目
と
な
り
ま
す
。
音
楽
を
通

し
て
自
然
に
対
す
る
マ
ナ
ー
向
上
を
め
ざ
す

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
毎
年
8
月
に
海
岸
清
掃
を
行
い
ま
す
。
今

年
は
８
月
12
日
に
琴
ヶ
浜
と
三
ツ
石
の
海
岸

を
手
分
け
し
て
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
9
月
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。
今
年
は
台
風
に

伴
う
あ
い
に
く
の
天
気
で
、
お
林
展
望
公
園

で
の
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
は
中
止
と
な
り
、
町
民

セ
ン
タ
ー
の
室
内
で
の
演
奏
と
な
り
ま
し
た
。

町
外
も
含
め
9
チ
ー
ム
の
参
加
で
す
。
若
い
歌

声
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　
募
金
で
集
ま
っ
た
1
万
５
５
８
７
円
は
、
真

鶴
み
ど
り
基
金
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
か
ら
グ
リ
ー
ン
エ
イ
ド
真
鶴
実
行
委
員
会

補
助
費
と
し
て
、29
万
円
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

特集
   

真
鶴
よ
さ
こ
い

　
　
大
漁
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　   

９
月
９
日

   

グ
リ
ー
ン
エ
イ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
30
日
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真
鶴
よ
さ
こ
い
大
漁
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
主

催
：
真
鶴
町
元
気
事
業
実
行
委
員
会
）
は
、
平

成
22
年
10
月
24
日
に
第
１
回
が
開
催
さ
れ
今
年

で
３
回
目
に
な
り
ま
す
。
第
１
回
の
参
加
は
11

チ
ー
ム
で
回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
チ
ー
ム
が

増
え
、
今
年
は
17
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
に
よ
る
迫
力
あ
る

見
事
な
演
舞
の
披
露
を
町
内
外
か
ら
多
く
の

観
客
が
訪
れ
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
大
空
に
舞
う

フ
ラ
ッ
グ
も
勇
壮
で
見
ご
た
え
が
あ
り
ま
す
。

　
最
優
秀
賞
は
３
年
連
続
平
塚
学
園
高
校
チ

ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
町
か
ら
は
真
鶴

町
元
気
事
業
実
行

委
員
会
補
助
費
と

し
て
、
１
０
０
万

円
を
支
出
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
う
ち
よ
さ

こ
い
大
漁
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
は

95
万
円
が
充
て
ら

れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
26
回
目
と
な
り
ま
す
。
音
楽
を
通

し
て
自
然
に
対
す
る
マ
ナ
ー
向
上
を
め
ざ
す

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
毎
年
8
月
に
海
岸
清
掃
を
行
い
ま
す
。
今

年
は
８
月
12
日
に
琴
ヶ
浜
と
三
ツ
石
の
海
岸

を
手
分
け
し
て
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
9
月
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。
今
年
は
台
風
に

伴
う
あ
い
に
く
の
天
気
で
、
お
林
展
望
公
園

で
の
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
は
中
止
と
な
り
、
町
民

セ
ン
タ
ー
の
室
内
で
の
演
奏
と
な
り
ま
し
た
。

町
外
も
含
め
9
チ
ー
ム
の
参
加
で
す
。
若
い
歌

声
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　
募
金
で
集
ま
っ
た
1
万
５
５
８
７
円
は
、
真

鶴
み
ど
り
基
金
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
か
ら
グ
リ
ー
ン
エ
イ
ド
真
鶴
実
行
委
員
会

補
助
費
と
し
て
、29
万
円
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

特集

   

真
鶴
よ
さ
こ
い

　
　
大
漁
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　   

９
月
９
日

   

グ
リ
ー
ン
エ
イ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
30
日

　
町
漁
業
協
同
組
合
が
真
鶴
の
お
い
し
い
魚
を

広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
24

年
９
月
30
日
㈰
「
真
鶴
さ
か
な
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
漁
協
定
置
網
で
獲
れ
た
魚
の
直
売
、
干
物
、

各
種
魚
介
加
工
品
等
、
真
鶴
地
物
魚
介
類
グ
ル

メ
、
漁
協
い
か
め
し
他
、
地
魚
の
さ
つ
ま
揚
げ

な
ど
の
販
売
を
実
施
し
、
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ

ー
で
は
、
新
鮮
な
切
り
身
が
大
好
評
で
し
た
。

　
魚
の
つ
か
み
捕
り
で
は
、
泳
い
で
い
る
魚
に

触
れ
た
子
ど
も
が
大
騒
ぎ
、
こ
わ
ご
わ
つ
か
ん

で
は
、
ま
た
大
騒
ぎ
で
し
た
。

　
海
の
学
校
事
業
は
、
真
鶴
町
立
遠
藤
貝
類
博

物
館
が
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。
海
の
生
き

も
の
や
海
岸
の
自
然
を
学
べ
る
場
を
提
供
し
、

町
内
小
中
学
校
へ
の
海
の
授
業
を
は
じ
め
、
町

内
外
か
ら
遠
足
な
ど
で
、
三
ツ
石
海
岸
を
利
用

す
る
児
童
・
生
徒
に
、
磯
の
生
物
観
察
や
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
観
察
、
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
等
の
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
海
の
学
校
は
、
昨
年
度
か
ら
特
定
非
営
利
活

動
法
人 

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ブ
ル
ー
と
の
協
働
に

よ
り
活
動
内
容
を
充
実
さ
せ
、
展
開
し
て
い
ま

す
。

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ブ
ル

ー
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
海
や
そ
の
生
態
系
を

理
解
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
海
の
環
境
保
全
の

普
及
啓
発
等
を
図
り
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
海
と

暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
る
横
浜
国
立
大
学
発
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ベ
ン
チ
ャ
ー
で
す
。

　
現
在
、
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ブ
ル
ー
と
真
鶴
町
立

遠
藤
貝
類
博
物
館
で
は
、「
神
奈
川
県
新
し
い

公
共
の
場
づ
く
り
の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
」
に

採
択
さ
れ
、
持
続
可
能
な
「
人
」
と
「
海
」
と

の
関
わ
り
合
い
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「L

ife w
ith the O

cean

ま
な
づ
る
　
〜
海
を
学
び
、
海
に
親
し
む
場
づ

く
り
〜
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
れ
ま
で
町
立

　
ヨ
ッ
ト
乗
船
体
験
は
、
台
風
接
近
と
雨
天
の

た
め
に
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、「
海
の
学
校
」

で
は
、
真
鶴
の
海
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
観
察
な

ど
を
開
催
し
ま
し
た
。
魚
の
エ
サ
の
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
を
紹
介
し
、
親
子
で
熱
心
に
顕
微
鏡
を
観

察
す
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
来
年
の
「
真
鶴
さ
か
な
ま
つ
り
」
を
、
町
内

で
盛
り
上
げ
て
、
さ
ら
に
楽
し
め
る
よ
う
提
案

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

遠
藤
貝
類
博
物
館
が
行
っ
て
き
た「
海
の
学
校
」

事
業
の
支
援
、
広
く
町
民
や
観
光
客
を
対
象
に

「
海
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」（
磯
の
生
物
・
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
観
察
会
、
水
中
映
像
上
映
会
等
）
を
実

施
し
、
さ
ら
に
、
真
鶴
町
の
小
学
生
を
対
象

に
、
海
や
お
林
な
ど
の
自
然
を
紹
介
す
る
「
真

鶴
自
然
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
約
1
年
間
で
お
よ
そ
２
５
０
０
人

（
２
０
１
２
・
９
・
１
現
在
）の
方
に「
海
を
学
び
、

海
に
親
し
む
場
」
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
町
内
の
漁
協
、
横
浜
国
立
大
学
、
観
光
協

会
等
と
「
海
を
学
び
、
海
に
親
し
む
場
づ
く
り

協
議
会
」
を
設
置
し
、
海
に
関
わ
る
各
団
体
と

連
携
・
協
力
関
係
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
24
年
度
の
予
算
は
、
町
か
ら
海
の
学
校
管
理

運
営
費
と
し
て
、
13
万
５
０
０
０
円
、　
県
か

ら
は
神
奈
川
県
新
し
い
公
共
の
場
づ
く
り
の
た

め
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
４
５
４
万
６
０
０
０

円
の
補
助
金
を
受
け
て
い
ま
す
。

   
真
鶴
さ
か
な
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
30
日

   

海
の
学
校

　
　
　
　
　
　
　
年
間
を
通
し
て
随
時
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平成17年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年

その他（手数料、使用料など）

町債

国・県支出金

地方交付税

町税

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

決　

算

真鶴町の

決
算
報
告
か
ら

  

平
成
23
年
度
の
歳
入
は
、
前
年
度
と
比
較

す
る
と
約
２
６
０
０
万
円
の
増
加
で
す
。

　

町
税
は
景
気
低
迷
が
続
く
中
、
約
１
０
０

０
万
円
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

 

地
方
交
付
税
は
、
国
か
ら
の
交
付
額
で
約
９

７
０
０
万
円
の
増
加
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
国

の
財
政
は
大
変
厳
し
く
、
財
政
支
援
が
今
後

と
も
続
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

当
町
で
は
、
納
税
の
公
平
公
正
を
図
る
た

め
、
収
納
対
策
課
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
税
の
徴
収
率
が
そ
れ
ぞ
れ
ア
ッ
プ
し
て

い
ま
す
。

●歳入決算の推移（一般会計）

0

5億円

10億円

15億円

20億円

25億円

30億円

35億円
（単位：千円）

こ
れ
ま
で
の

一
般
会
計
決
算
の

推
移
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
？

歳入
～～

1,033,060 1,099,796

638,452

271,295

586,698

777,837

1,076,218 1,038,577

802,658

497,570

356,228

450,935

1,028,450 

899,867

458,848 

283,965 

501,275

725,224

457,267

188,907

511,163

653,220

46,290

527,500

1,146,976
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平成
18年

平成
19年

平成
20年

平成
21年

平成
22年

平成
23年

その他
繰出金
補助費
維持補修費
物件費
公債費
扶助費
人件費
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82

84

86

88

90

92

94

0

2
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6

8

10

12

14
（％）

（％）

決　

算

　

経
常
収
支
比
率
と
は
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
表
し
ま

す
。　
　
　

  

地
方
公
共
団
体
の
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
た
め

の
指
標
で
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の
よ
う
に
毎
年
度

経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
（
経
常
的
経
費
）
に
充
当
さ
れ

た
一
般
財
源
等
の
額
が
、
地
方
税
、
普
通
交
付
税
の
よ
う
に

使
途
が
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
毎
年
度
経
常
的
に
収
入
さ
れ

る
一
般
財
源
等
（
経
常
一
般
財
源
等
）
、
減
税
補
て
ん
債
及

び
臨
時
財
政
対
策
債
の
合
計
額
に
占
め
る
割
合
。

　
経
常
的
経
費
に
一
般
財
源
等
収
入
が
ど
の
程
度
充
当
さ
れ

て
い
る
か
を
見
る
も
の
で
あ
り
、
比
率
が
高
い
ほ
ど
財
政
構

造
の
硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
表
す
。

　
真
鶴
町
と
し
て
90
％
前
後
を
推
移
し
て
い
た
が
、
除
々
に

改
善
が
見
ら
れ
る
。

　

高
齢
化
が
進
む
中

で
、
介
護
費
の
増
加

や
扶
助
費
な
ど
の
固

定
経
費
の
増
加
が
顕

著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
若
年
人
口
増
加
対
策
な
ど
、

一
層
の
努
力
が
必
要
で
す
。

●経常収支比率

●公債費負担比率

●歳出決算（性質別）の推移（一般会計）

　

公
債
費
負
担
比
率
と
は
、
公

債
費
（
借
金
の
返
済
額
）
の
状
況

か
ら
、
財
政
運
営
の
弾
力
性
を
測

定
す
る
指
標
。
低
け
れ
ば
低
い
ほ

ど
財
政
運
営
に
弾
力
性
が
あ
り
、

政
策
的
に
使
え
る
お
金
が
多
く
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

　

 

一
般
財
源
（
使
途
を
制
限
さ
れ

て
い
な
い
財
源
）
の
う
ち
ど
れ
だ

け
公
債
費
（
借
金
の
返
済
）
に
充

て
た
か
を
表
す
。
目
安
と
し
て
、

15
％
を
超
え
る
と
警
戒
ラ
イ
ン
、

20
％
を
超
え
る
と
危
険
ラ
イ
ン
と

い
わ
れ
て
い
る
。 

45億円

40億円

35億円

30億円

25億円

20億円

15億円

10億円

5億円

0億円

（単位：千円）

真
鶴
町
の
財
政
に
余
裕
は
あ
る
の
？

歳出

903,427

176,527
146,522

532,466

31,888

498,835

429,612

318,448

855,507

239,964
144,774

545,653

37,382

546,520

477,561

1,158,229

843,341

249,817

390,475

640,400

46,534

468,061

456,688

837,241

770,580

270,120
192,667

500,275

21,112
477,775

419,144

632,078

774,970

251,509
222,805

434,947
21,195
485,373

418,209

265,386

786,768

272,293

235,456

593,716

17,382

499,560

457,085

236,644

760,227

278,570

265,855

419,890
15,064

498,424

460,303

137,798

732,758

284,982

298,123

482,269
17,885

602,508

467,270

390,421

765,885

352,375

316,162

461,943
18,845
439,819

482,632

260,293

780,979

356,884

332,001

485,361

21,154
472,193

471,956

153,690

90.8

85.2

93.1

87.0

89.5

92.1

89.9

90.0

86.8

82.0

平成
14年

平成
15年

平成
16年

平成
17年

平成
18年

平成
19年

平成
20年

平成
21年

平成
22年

平成
23年

5.0 5.3
6.5

8.0

9.7

9.8 11.4 11.5
12.4 13.0

平成
14年

平成
15年

平成
16年

平成
17年

平成
18年

平成
19年

平成
20年

平成
21年

平成
22年
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「
当
町
の
予
防
支
援
対
策

に
つ
い
て
」

  
 

肺
炎
に
よ
る
死
亡
者

は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

２
０
１
１
年
の
人
口
動
態
統

計
に
よ
る
と
肺
炎
は
日
本
人

の
死
因
第
３
位
と
な
り
一
年

間
で
約
12
万
４
６
０
０
人
が

亡
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
多

く
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

占
め
て
い
る
。
抵
抗
力
が
衰

え
て
く
る
高
齢
者
に
と
っ
て
、

肺
炎
は
命
に
お
よ
ぶ
病
気
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
予

防
に
は
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
有
効
と
さ
れ
て
い

る
。
１
回
の
接
種
費
用
に
は

６
０
０
０
円
か
ら
８
０
０
０
円

か
か
り
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
へ
の
公
費
助
成
の
考
え

は
？

町長

高
齢
者
へ
の
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
肺
炎
予
防

効
果
と
と
も
に
、
こ
の
菌
に
よ

り
引
き
起
こ
さ
れ
る
い
ろ
い
ろ

な
病
気
や
感
染
症
を
予
防
す

る
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
本
町
は
高
齢
化
率
が

高
い
町
で
す
が
、
お
年
寄
り

が
元
気
で
さ
ま
ざ
ま
に
活
躍

し
て
い
た
だ
け
る
場
面
も
多

く
、
若
い
人
と
交
流
を
図
り

な
が
ら
明
る
い
地
域
づ
く
り
が

実
現
で
き
る
町
だ
と
思
い
ま

す
。
従
い
ま
し
て
75
歳
以
上

の
方
へ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
へ
の
公
費
助
成
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

新
聞
報
道
に
よ
る
と
子

宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
、
小
児
用

肺
炎
球
菌
の
３
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
定
期
接
種
化
に
向
け
た

検
討
が
行
わ
れ
て
お
り
、
更

に
お
た
ふ
く
風
邪
、
水
ぼ
う

そ
う
な
ど
の
４
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
も
定
期
接
種
の
検
討
が

さ
れ
て
い
る
と
あ
っ
た
。
保

護
者
へ
の
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
の
情
報
提
供
と
サ
ポ
ー

ト
に
つ
い
て
は
？

町長

予
防
対
策
充
実
の
観
点

か
ら
国
の
方
針
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
法
改
正
等
国
の
方
針
が

確
立
次
第
、
町
広
報
な
ど
を

通
じ
積
極
的
な
情
報
提
供
に

努
め
ま
す
。

「
緊
急
時
の
防
災
情
報
の

提
供
に
つ
い
て
」

 

真
鶴
町
内
に
い
る
人
に

対
し
緊
急
時
の
防
災
情
報
を

一
斉
に
伝
達
す
る
有
効
な
手

段
と
し
て
緊
急
速
報
エ
リ
ア

メ
ー
ル
あ
る
い
は
緊
急
速
報
メ

ー
ル
が
あ
る
。
こ
の
仕
組
み

は
東
日
本
大
震
災
以
降
多
く

の
自
治
体
で
導
入
さ
れ
て
い

る
。
当
町
で
は
防
災
ラ
ジ
オ

な
ど
情
報
提
供
の
手
段
が
拡

充
さ
れ
て
き
て
い
る
が
更
に

多
様
化
さ
れ
る
事
は
更
な
る

安
心
安
全
の
確
保
に
な
る
。

当
町
で
も
早
急
に
導
入
す
べ

き
だ
と
思
う
が
？

町長

携
帯
電
話
の
エ
リ
ア
メ
ー

ル
対
応
機
種
利
用
者
の
状
況

を
踏
ま
え
る
と
真
鶴
町
エ
リ

ア
内
へ
の
災
害
、
避
難
情
報

の
発
信
手
段
と
し
て
は
有
効

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
エ

リ
ア
メ
ー
ル
配
信
の
た
め
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
及
び

緊
急
時
の
配
信
体
制
を
整
え

早
急
に
配
信
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
道
路
照
明
の
設
置
場
所
の

　再
検
討
に
つ
い
て
」

 

街
灯
の
設
置
場
所
に

つ
い
て
、
地
域
住
民
の
声
を

取
り
入
れ
て
再
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
？ 

　
不
要
な
街
灯
も
あ
る
よ
う

に
思
う
。
一
灯
当
た
り
月

２
３
０
円
の
光
熱
費
の
節
約

に
な
る
が
？

町長

行
政
と
自
治
会
と
連

携
し
て
設
置
場
所
を
決
め
て

い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
も

一
軒
一
街
灯
運
動
を
ご
協
力

頂
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
山

の
中
の
不
要
と
思
わ
れ
る
よ

う
な
街
灯
も
ド
ラ
イ
バ
ー
な

ど
に
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

「
真
鶴
電
力
の
設
立
に
つ
い
て
」

 

町
で
は
庁
舎
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
や
Ｐ
Ｐ
Ｓ
（
特
定
規

模
電
気
事
業
者
）
の
導
入
な

ど
で
節
電
に
よ
る
節
約
対
策

が
進
ん
で
い
る
が
、
電
気
料

金
の
値
上
げ
に
伴
い
財
政
を

圧
迫
す
る
事
態
を
危
惧
す

る
。

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
へ

の
補
助
金
を
出
し
て
は
い
る

が
、
さ
ら
に
公
共
の
場
を
活

用
し
、
電
気
を
発
電
し
、
地

域
の
電
力
自
給
率
を
高
め
て

行
く
考
え
が
あ
る
か
？

町長

地
形
、
風
土
に
あ
っ

た
発
電
、
コ
ス
ト
や
採
算
も

考
え
、
町
と
し
て
は
景
観
団

体
と
し
て
の
配
慮
も
必
要
で

す
。
ま
ず
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
た
い
で
す
。
提
案
に
関

し
て
は
前
向
き
に
研
究
し
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
個

人
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
な
る
上
乗
せ
を
町
と
し

て
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

地
域
で
お
金
が
回
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
地
域
が
潤

う
が
？

町長

真
鶴
町
が
独
自
で
出

来
る
か
ど
う
か
検
討
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。
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「
当
町
の
予
防
支
援
対
策

に
つ
い
て
」

  
 

肺
炎
に
よ
る
死
亡
者

は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

２
０
１
１
年
の
人
口
動
態
統

計
に
よ
る
と
肺
炎
は
日
本
人

の
死
因
第
３
位
と
な
り
一
年

間
で
約
12
万
４
６
０
０
人
が

亡
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
多

く
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

占
め
て
い
る
。
抵
抗
力
が
衰

え
て
く
る
高
齢
者
に
と
っ
て
、

肺
炎
は
命
に
お
よ
ぶ
病
気
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
予

防
に
は
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
有
効
と
さ
れ
て
い

る
。
１
回
の
接
種
費
用
に
は

６
０
０
０
円
か
ら
８
０
０
０
円

か
か
り
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
へ
の
公
費
助
成
の
考
え

は
？

町長

高
齢
者
へ
の
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
肺
炎
予
防

効
果
と
と
も
に
、
こ
の
菌
に
よ

り
引
き
起
こ
さ
れ
る
い
ろ
い
ろ

な
病
気
や
感
染
症
を
予
防
す

る
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
本
町
は
高
齢
化
率
が

高
い
町
で
す
が
、
お
年
寄
り

が
元
気
で
さ
ま
ざ
ま
に
活
躍

し
て
い
た
だ
け
る
場
面
も
多

く
、
若
い
人
と
交
流
を
図
り

な
が
ら
明
る
い
地
域
づ
く
り
が

実
現
で
き
る
町
だ
と
思
い
ま

す
。
従
い
ま
し
て
75
歳
以
上

の
方
へ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
へ
の
公
費
助
成
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

新
聞
報
道
に
よ
る
と
子

宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
、
小
児
用

肺
炎
球
菌
の
３
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
定
期
接
種
化
に
向
け
た

検
討
が
行
わ
れ
て
お
り
、
更

に
お
た
ふ
く
風
邪
、
水
ぼ
う

そ
う
な
ど
の
４
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
も
定
期
接
種
の
検
討
が

さ
れ
て
い
る
と
あ
っ
た
。
保

護
者
へ
の
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
の
情
報
提
供
と
サ
ポ
ー

ト
に
つ
い
て
は
？

町長

予
防
対
策
充
実
の
観
点

か
ら
国
の
方
針
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
法
改
正
等
国
の
方
針
が

確
立
次
第
、
町
広
報
な
ど
を

通
じ
積
極
的
な
情
報
提
供
に

努
め
ま
す
。

「
緊
急
時
の
防
災
情
報
の

提
供
に
つ
い
て
」

 

真
鶴
町
内
に
い
る
人
に

対
し
緊
急
時
の
防
災
情
報
を

一
斉
に
伝
達
す
る
有
効
な
手

段
と
し
て
緊
急
速
報
エ
リ
ア

メ
ー
ル
あ
る
い
は
緊
急
速
報
メ

ー
ル
が
あ
る
。
こ
の
仕
組
み

は
東
日
本
大
震
災
以
降
多
く

の
自
治
体
で
導
入
さ
れ
て
い

る
。
当
町
で
は
防
災
ラ
ジ
オ

な
ど
情
報
提
供
の
手
段
が
拡

充
さ
れ
て
き
て
い
る
が
更
に

多
様
化
さ
れ
る
事
は
更
な
る

安
心
安
全
の
確
保
に
な
る
。

当
町
で
も
早
急
に
導
入
す
べ

き
だ
と
思
う
が
？

町長

携
帯
電
話
の
エ
リ
ア
メ
ー

ル
対
応
機
種
利
用
者
の
状
況

を
踏
ま
え
る
と
真
鶴
町
エ
リ

ア
内
へ
の
災
害
、
避
難
情
報

の
発
信
手
段
と
し
て
は
有
効

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
エ

リ
ア
メ
ー
ル
配
信
の
た
め
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
及
び

緊
急
時
の
配
信
体
制
を
整
え

早
急
に
配
信
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
道
路
照
明
の
設
置
場
所
の

　再
検
討
に
つ
い
て
」

 

街
灯
の
設
置
場
所
に

つ
い
て
、
地
域
住
民
の
声
を

取
り
入
れ
て
再
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
？ 

　
不
要
な
街
灯
も
あ
る
よ
う

に
思
う
。
一
灯
当
た
り
月

２
３
０
円
の
光
熱
費
の
節
約

に
な
る
が
？

町長

行
政
と
自
治
会
と
連

携
し
て
設
置
場
所
を
決
め
て

い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
も

一
軒
一
街
灯
運
動
を
ご
協
力

頂
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
山

の
中
の
不
要
と
思
わ
れ
る
よ

う
な
街
灯
も
ド
ラ
イ
バ
ー
な

ど
に
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

「
真
鶴
電
力
の
設
立
に
つ
い
て
」

 

町
で
は
庁
舎
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
や
Ｐ
Ｐ
Ｓ
（
特
定
規

模
電
気
事
業
者
）
の
導
入
な

ど
で
節
電
に
よ
る
節
約
対
策

が
進
ん
で
い
る
が
、
電
気
料

金
の
値
上
げ
に
伴
い
財
政
を

圧
迫
す
る
事
態
を
危
惧
す

る
。

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
へ

の
補
助
金
を
出
し
て
は
い
る

が
、
さ
ら
に
公
共
の
場
を
活

用
し
、
電
気
を
発
電
し
、
地

域
の
電
力
自
給
率
を
高
め
て

行
く
考
え
が
あ
る
か
？

町長

地
形
、
風
土
に
あ
っ

た
発
電
、
コ
ス
ト
や
採
算
も

考
え
、
町
と
し
て
は
景
観
団

体
と
し
て
の
配
慮
も
必
要
で

す
。
ま
ず
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
た
い
で
す
。
提
案
に
関

し
て
は
前
向
き
に
研
究
し
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
個

人
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
な
る
上
乗
せ
を
町
と
し

て
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

地
域
で
お
金
が
回
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
地
域
が
潤

う
が
？

町長

真
鶴
町
が
独
自
で
出

来
る
か
ど
う
か
検
討
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。
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「
県
臨
調
の
補
助
金
等
原

則
廃
止
に
つ
い
て
」  

 

神
奈
川
県
緊
急
財
政

対
策
本
部
調
査
会
（
県
臨
調

査
）
は
7
月
18
日
に
中
間
報

告
を
し
て
い
る
。
県
有
施
設

は
3
年
間
で
原
則
廃
止
す
る

こ
と
を
打
ち
だ
し
、
補
助
金

も
す
べ
て
凍
結
し
、
ゼ
ロ
ベ

ー
ス
か
ら
見
直
す
と
し
て
い

る
。

　
県
補
助
金
に
は
、
市
町
村

補
助
金
、
団
体
補
助
金
が
あ

り
対
象
は
71
％
が
社
会
福
祉

関
連
で
あ
る
。

　
町
は
県
に
対
し
て
反
対
を

表
明
し
、
行
動
す
る
べ
き
で

あ
る
。
町
長
の
所
見
は
？

町長

県
が
廃
止
決
定
し
た

と
し
て
も
町
が
同
じ
よ
う
に

廃
止
す
る
こ
と
が
難
し
い
も

の
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
首
長
の
意
見
と
し

て
し
っ
か
り
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
先
般
開
催
さ
れ
ま

し
た
県
の
説
明
会
に
お
い
て

も
、
県
か
ら
の
一
方
的
で
は

な
く
市
町
村
と
個
別
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
と
の
こ

と
で
す
。

　
今
の
と
こ
ろ
、
県
と
し
て

は
具
体
策
は
提
示
し
て
な
い

の
が
現
状
で
す
。
補
助
金
を

減
ら
す
と
い
う
報
告
は
受
け

て
い
ま
せ
ん
。!

「
原
発
か
ら
の
撤
退
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

に
つ
い
て
」

 

「
脱
原
発
首
脳
会
議
」

へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
評
価

す
る
が
、
町
は
今
後
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
？

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転

換
の
推
進
策
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
考
え
か
？

町長

町
民
の
生
命
、
財
産

を
守
る
こ
と
は
、
首
長
と
し

て
最
優
先
に
取
り
組
む
べ
き

こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
脱
原
発
を
め
ざ
す
首
長
会

議
」
に
参
加
し
、
70
名
の
首

長
等
と
と
も
に
、
ま
ず
新
し

い
原
発
は
作
ら
な
い
。

次
に
、
で
き
る
だ
け
早
期
に

原
発
を
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う

方
向
性
を
持
ち
、
多
方
面
に

働
き
か
け
を
し
て
い
く
活
動

に
参
加
し
て
い
く
所
存
で

す
。
現
段
階
で
は
、
で
き
る

こ
と
か
ら
実
行
す
る
と
い
う

姿
勢
で
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

「
2
市
5
町
と
の
消
防
広

域
化
に
つ
い
て
」

町
長
の
今
後
の
方
針

は
？町長

人
口
減
少
、
少
子
高

齢
化
の
社
会
の
流
れ
の
中

で
、
地
方
分
権
に
よ
る
基
礎

自
治
体
は
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
の
運
営
を
迫
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
現
在
真
鶴
町
は
、
単
独
で

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
常
備

消
防
に
つ
い
て
は
、
湯
河
原

町
へ
の
委
託
を
し
て
き
て
い

ま
す
。

　
湯
河
原
町
と
の
更
な
る
友

好
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
広

域
消
防
を
含
め
、
調
査
研
究

を
し
て
い
く
こ
と
が
、
両
町

に
と
っ
て
幸
せ
に
つ
な
が
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

黒岩宏次議員

高田　昇議員

消防車が行く !

議会だより まなづる Vol.37

13

一
般
質
問



「
我
が
町
の
町
立
国
保
診
療
所

経
営
と
医
師
報
酬
に
つ
い
て
」

 

国
保
診
療
所
の
外
来

患
者
数
、
外
来
収
入
、
医
師

の
報
酬
に
つ
い
て
23
年
、
24

年
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
累

計
比
較
、
次
に
、
さ
が
み
信

用
金
庫
か
ら
の
今
年
４
月
か

ら
の
借
入
金
累
計
金
額
は
い

く
ら
か
、
ま
た
、
借
入
期
間
、

借
り
入
れ
の
利
率
に
つ
い
て

診
療
所
長
に
伺
う
？

町長

現
在
、
主
に
診
察
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
劉

先
生
に
つ
い
て
は
、
総
合
内

科
と
し
て
、
ま
た
、
今
ま
で

診
察
が
で
き
な
か
っ
た
小
児

科
に
つ
い
て
も
診
て
い
た
だ

け
る
こ
と
か
ら
、
８
月
ま
で

の
患
者
数
は
１
４
８
名
、
延

べ
１
８
５
名
の
小
児
科
患
者

さ
ん
の
受
診
が
あ
り
、
町
民

の
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

も
確
実
に
な
さ
れ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

事務長

外
来
患
者
数
に
お
け

る
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の

23
年
度
、
24
年
度
の
比
較

で
す
が
、
内
科
及
び
外
科

を
合
わ
せ
て
、
23
年
度
は

４
０
１
７
人
に
対
し
24
年
度

は
２
８
７
９
人
で
す
。
本
年

度
、
内
科
だ
け
を
比
較
い

た
し
ま
す
と
、
23
年
度
は

１
２
６
６
人
に
対
し
24
年
度

は
２
５
５
４
人
と
、
倍
ま
で

は
い
き
ま
せ
ん
が
、
内
科
だ

け
は
倍
増
し
て
い
る
よ
う
な

状
況
で
す
。

　
外
来
収
入
の
比
較
で
す

が
、
23
年
度
に
つ
き
ま
し
て

は
１
８
１
２
万
４
８
８
９
円

に
対
し
24
年
度
は
１
３
４
０
万

３
４
８
円
で
す
。

　
医
師
報
酬
の
比
較
で
す
が
、

23
年
度
は
６
５
７
万
１
１
２
９

円
に
対
し
24
年
度
は
１
０
１

０
万
１
０
８
０
円
で
す
。次
に
、

さ
が
み
信
用
金
庫
か
ら
の
今

年
４
月
か
ら
の
借
入
金
累
計

金
額
は
１
０
０
０
万
円
で
、

借
入
期
間
は
平
成
24
年
６
月

20
日
か
ら
平
成
25
年
５
月
24

日
ま
で
で
、
借
入
利
率
は
年

利
１
％
で
す
。

 

劉
医
師
と
の
雇
用
形

態
と
賃
金
の
支
払
方
法
で
、

予
算
上
は
賃
金
で
計
上
し
て

い
る
の
だ
か
ら
、
町
と
劉
医

師
と
の
雇
用
契
約
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
報
酬
に
つ
い

て
、
日
額
報
酬
金
額
は
い
く

ら
で
、
ま
た
、
支
払
い
先
は

ど
ち
ら
か
？

　
も
し
支
払
先
が
本
人
口
座

で
な
い
場
合
、
予
算
上
、
賃

金
で
計
上
さ
れ
た
医
師
個
人

と
の
雇
用
契
約
が
な
さ
れ
る

の
に
、
支
払
先
に
第
三
者
が

出
る
よ
う
な
こ
と
か
あ
る
の

か
ど
う
か
？

　
危
惧
す
る
こ
と
は
、
報
酬

が
第
三
者
の
口
座
に
振
り
込

ま
れ
て
、
先
生
に
は
振
り
込

ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
は
振

り
込
ま
れ
た
金
額
と
先
生
が

受
け
取
る
金
額
が
、
も
し
違

う
と
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に

第
三
者
が
一
般
的
に
言
う

と
、
手
数
料
を
受
け
取
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ

け
だ
が
？

事務長

契
約
自
体
は
、
来
て

い
た
だ
い
て
い
る
先
生
方
、

事
務
長
と
臨
時
医
師
雇
用
契

約
書
を
締
結
し
て
お
り
ま

す
。

「
我
が
町
の
危
機
管
理
体

制
に
つ
い
て
」 

 

今
年
度
か
ら
危
機
管
理

課
が
設
置
さ
れ
た
。
特
に
防

災
対
策
に
つ
い
て
協
働
を
目

指
す
各
組
織
と
の
連
携
に
つ

い
て
今
後
の
方
針
は
？
ま
た
、

救
急
車
の
出
動
要
請
す
る
前

に
電
話
に
よ
る
健
康
相
談
を

促
す
シ
ス
テ
ム
体
制
を
新
設

し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
？

町長

地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
で
は
、
議
会
・
自
治
会
・
学

校
等
と
の
連
携
強
化
と
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
分
担
の
明
確
化
に
よ

り
、
町
内
で
の
迅
速
で
確
実
な

初
動
体
制
を
確
保
す
る
た
め
の

計
画
を
作
り
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
救
急
車
の
出
動
要
請

に
際
し
て
、
軽
微
な
出
動
を
軽

減
す
る
た
め
の
「
24
時
間
健
康

相
談
シ
ス
テ
ム
」
体
制
に
つ
い

て
は
、
湯
河
原
消
防
署
の
総
合

案
内
が
24
時
間
対
応
で
当
番
病

院
等
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

「
人
口
減
少
問
題
の
方
策

に
つ
い
て
」

 

生
産
年
齢
人
口
の
増
加

を
図
る
た
め
、
子
育
て
世
代

が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

の
充
実
と
公
約
で
あ
る
結
婚

対
策
は
？
ま
た
、
高
齢
者
介

護
施
設
の
増
加
が
見
込
ま
れ

て
い
る
中
、
今
後
当
町
で
の

増
設
に
対
す
る
方
針
は
？

町長

　「
す
く
す
く
赤
ち
ゃ
ん

子
育
て
支
援
制
度
」
や
「
学
童

保
育
」
の
実
施
、「
子
育
て
サ

ロ
ン
」
の
開
設
な
ど
子
育
て
環

境
の
充
実
を
図
る
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
結

婚
対
策
に
つ
い
て
は
民
間
活
力

を
導
入
し
て
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
、
真
鶴
ら
し
い
結

婚
式
の
実
現
に
向
け
て
更
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
高
齢
者

介
護
施
設
の
増
設
に
つ
い
て

は
、
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
お
り
、
こ
の
結
果
を
参

考
に
、
今
後
必
要
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
・
施
設
の
種
類
・
数
量
な

ど
を
計
画
中
に
位
置
づ
け
、
町

の
方
向
付
け
と
し
て
い
ま
す
。

「『
生
き
る
力
』
を
育
む
学
校

で
の
安
全
教
育
に
つ
い
て
」

 

通
学
路
の
交
通
安
全
の

確
保
に
つ
い
て
、
通
学
路
に

お
け
る
緊
急
合
同
点
検
の
実

施
状
況
は
？
ま
た
真
鶴
町
の

教
育
現
場
と
し
て
「
い
じ
め

問
題
」
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
み
、
対
処
し
て
い
く
考
え

は
あ
る
か
？

子
供
た
ち
が
危
険
を
回

避
す
る
た
め
に
判
断
・
行
動
で

き
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

目
指
し
た
交
通
安
全
指
導
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ

ー
へ
の
安
全
運
転
啓
発
も
呼
び

か
け
て
い
き
ま
す
。
緊
急
合
同

点
検
に
つ
い
て
は
、
関
係
４
部

所
か
ら
参
加
し
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
バ
ス
停
の
移

動
や
横
断
歩
道
の
設
置
な
ど
を

改
善
し
ま
し
た
。

　
い
じ
め
は
、
将
来
に
向
か
っ

て
大
き
な
心
の
痛
手
を
残
す
心

と
体
へ
の
暴
力
で
あ
り
、
絶
対

に
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。「
か

け
が
え
の
な
い
一
人
ひ
と
り
の

存
在
を
大
切
に
す
る
」
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
い
じ
め
を
な
く

す
た
め
に
学
校
と
と
も
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

青木　嚴議員

神野秀子議員

2012年11月15日発行
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「
我
が
町
の
町
立
国
保
診
療
所

経
営
と
医
師
報
酬
に
つ
い
て
」

 

国
保
診
療
所
の
外
来

患
者
数
、
外
来
収
入
、
医
師

の
報
酬
に
つ
い
て
23
年
、
24

年
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
累

計
比
較
、
次
に
、
さ
が
み
信

用
金
庫
か
ら
の
今
年
４
月
か

ら
の
借
入
金
累
計
金
額
は
い

く
ら
か
、
ま
た
、
借
入
期
間
、

借
り
入
れ
の
利
率
に
つ
い
て

診
療
所
長
に
伺
う
？

町長

現
在
、
主
に
診
察
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
劉

先
生
に
つ
い
て
は
、
総
合
内

科
と
し
て
、
ま
た
、
今
ま
で

診
察
が
で
き
な
か
っ
た
小
児

科
に
つ
い
て
も
診
て
い
た
だ

け
る
こ
と
か
ら
、
８
月
ま
で

の
患
者
数
は
１
４
８
名
、
延

べ
１
８
５
名
の
小
児
科
患
者

さ
ん
の
受
診
が
あ
り
、
町
民

の
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

も
確
実
に
な
さ
れ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

事務長

外
来
患
者
数
に
お
け

る
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の

23
年
度
、
24
年
度
の
比
較

で
す
が
、
内
科
及
び
外
科

を
合
わ
せ
て
、
23
年
度
は

４
０
１
７
人
に
対
し
24
年
度

は
２
８
７
９
人
で
す
。
本
年

度
、
内
科
だ
け
を
比
較
い

た
し
ま
す
と
、
23
年
度
は

１
２
６
６
人
に
対
し
24
年
度

は
２
５
５
４
人
と
、
倍
ま
で

は
い
き
ま
せ
ん
が
、
内
科
だ

け
は
倍
増
し
て
い
る
よ
う
な

状
況
で
す
。

　
外
来
収
入
の
比
較
で
す

が
、
23
年
度
に
つ
き
ま
し
て

は
１
８
１
２
万
４
８
８
９
円

に
対
し
24
年
度
は
１
３
４
０
万

３
４
８
円
で
す
。

　
医
師
報
酬
の
比
較
で
す
が
、

23
年
度
は
６
５
７
万
１
１
２
９

円
に
対
し
24
年
度
は
１
０
１

０
万
１
０
８
０
円
で
す
。次
に
、

さ
が
み
信
用
金
庫
か
ら
の
今

年
４
月
か
ら
の
借
入
金
累
計

金
額
は
１
０
０
０
万
円
で
、

借
入
期
間
は
平
成
24
年
６
月

20
日
か
ら
平
成
25
年
５
月
24

日
ま
で
で
、
借
入
利
率
は
年

利
１
％
で
す
。

 

劉
医
師
と
の
雇
用
形

態
と
賃
金
の
支
払
方
法
で
、

予
算
上
は
賃
金
で
計
上
し
て

い
る
の
だ
か
ら
、
町
と
劉
医

師
と
の
雇
用
契
約
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
報
酬
に
つ
い

て
、
日
額
報
酬
金
額
は
い
く

ら
で
、
ま
た
、
支
払
い
先
は

ど
ち
ら
か
？

　
も
し
支
払
先
が
本
人
口
座

で
な
い
場
合
、
予
算
上
、
賃

金
で
計
上
さ
れ
た
医
師
個
人

と
の
雇
用
契
約
が
な
さ
れ
る

の
に
、
支
払
先
に
第
三
者
が

出
る
よ
う
な
こ
と
か
あ
る
の

か
ど
う
か
？

　
危
惧
す
る
こ
と
は
、
報
酬

が
第
三
者
の
口
座
に
振
り
込

ま
れ
て
、
先
生
に
は
振
り
込

ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
は
振

り
込
ま
れ
た
金
額
と
先
生
が

受
け
取
る
金
額
が
、
も
し
違

う
と
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に

第
三
者
が
一
般
的
に
言
う

と
、
手
数
料
を
受
け
取
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ

け
だ
が
？

事務長

契
約
自
体
は
、
来
て

い
た
だ
い
て
い
る
先
生
方
、

事
務
長
と
臨
時
医
師
雇
用
契

約
書
を
締
結
し
て
お
り
ま

す
。

「
我
が
町
の
危
機
管
理
体

制
に
つ
い
て
」 

 

今
年
度
か
ら
危
機
管
理

課
が
設
置
さ
れ
た
。
特
に
防

災
対
策
に
つ
い
て
協
働
を
目

指
す
各
組
織
と
の
連
携
に
つ

い
て
今
後
の
方
針
は
？
ま
た
、

救
急
車
の
出
動
要
請
す
る
前

に
電
話
に
よ
る
健
康
相
談
を

促
す
シ
ス
テ
ム
体
制
を
新
設

し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
？

町長

地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
で
は
、
議
会
・
自
治
会
・
学

校
等
と
の
連
携
強
化
と
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
分
担
の
明
確
化
に
よ

り
、
町
内
で
の
迅
速
で
確
実
な

初
動
体
制
を
確
保
す
る
た
め
の

計
画
を
作
り
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
救
急
車
の
出
動
要
請

に
際
し
て
、
軽
微
な
出
動
を
軽

減
す
る
た
め
の
「
24
時
間
健
康

相
談
シ
ス
テ
ム
」
体
制
に
つ
い

て
は
、
湯
河
原
消
防
署
の
総
合

案
内
が
24
時
間
対
応
で
当
番
病

院
等
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

「
人
口
減
少
問
題
の
方
策

に
つ
い
て
」

 

生
産
年
齢
人
口
の
増
加

を
図
る
た
め
、
子
育
て
世
代

が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

の
充
実
と
公
約
で
あ
る
結
婚

対
策
は
？
ま
た
、
高
齢
者
介

護
施
設
の
増
加
が
見
込
ま
れ

て
い
る
中
、
今
後
当
町
で
の

増
設
に
対
す
る
方
針
は
？

町長

　「
す
く
す
く
赤
ち
ゃ
ん

子
育
て
支
援
制
度
」
や
「
学
童

保
育
」
の
実
施
、「
子
育
て
サ

ロ
ン
」
の
開
設
な
ど
子
育
て
環

境
の
充
実
を
図
る
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
結

婚
対
策
に
つ
い
て
は
民
間
活
力

を
導
入
し
て
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
、
真
鶴
ら
し
い
結

婚
式
の
実
現
に
向
け
て
更
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
高
齢
者

介
護
施
設
の
増
設
に
つ
い
て

は
、
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
お
り
、
こ
の
結
果
を
参

考
に
、
今
後
必
要
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
・
施
設
の
種
類
・
数
量
な

ど
を
計
画
中
に
位
置
づ
け
、
町

の
方
向
付
け
と
し
て
い
ま
す
。

「『
生
き
る
力
』
を
育
む
学
校

で
の
安
全
教
育
に
つ
い
て
」

 

通
学
路
の
交
通
安
全
の

確
保
に
つ
い
て
、
通
学
路
に

お
け
る
緊
急
合
同
点
検
の
実

施
状
況
は
？
ま
た
真
鶴
町
の

教
育
現
場
と
し
て
「
い
じ
め

問
題
」
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
み
、
対
処
し
て
い
く
考
え

は
あ
る
か
？

子
供
た
ち
が
危
険
を
回

避
す
る
た
め
に
判
断
・
行
動
で

き
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

目
指
し
た
交
通
安
全
指
導
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ

ー
へ
の
安
全
運
転
啓
発
も
呼
び

か
け
て
い
き
ま
す
。
緊
急
合
同

点
検
に
つ
い
て
は
、
関
係
４
部

所
か
ら
参
加
し
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
バ
ス
停
の
移

動
や
横
断
歩
道
の
設
置
な
ど
を

改
善
し
ま
し
た
。

　
い
じ
め
は
、
将
来
に
向
か
っ

て
大
き
な
心
の
痛
手
を
残
す
心

と
体
へ
の
暴
力
で
あ
り
、
絶
対

に
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。「
か

け
が
え
の
な
い
一
人
ひ
と
り
の

存
在
を
大
切
に
す
る
」
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
い
じ
め
を
な
く

す
た
め
に
学
校
と
と
も
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

青木　嚴議員

神野秀子議員
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ア
ン
ケ
ー
ト

「真鶴町議会の議員定数は？」　町民の皆様のご意見をお寄せください。
　真鶴町議会では７月13日の臨時会で議会改革特別委員会を設置し、現在議会改革に
ついて検討しています。そこで、今回「真鶴町議会の議員定数について」町民のみなさ
まからのご意見も参考に検討したいと思います。

ご意見等の募集期間　平成24年11月15日㈭～11月30日㈮

※議員定数については、平成25年3月議会にて上程する予定です。
　議会だより等で報告しますので、個々への回答は控えさせていただくことをご了承願います。

ご協力ありがとうございました。
　問い合わせ先　　真鶴町議会事務局　☎０４６５－６８－１１３１（内線３６２・３６３）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒２５９－０２０２　真鶴町岩２４４－１　

※ご回答は、この記入用紙をご利用いただき、次の方法にてお寄せください。
　◆ご意見等回収箱　：　真鶴町地域情報センター、真鶴町役場１階正面窓口、真鶴町議会事務局に設置してあります。
　◆ＦＡＸ　：　０４６５－６８－５１１９
　◆町のホームページ　：　議会ホームページ上にフォームを用意してあります。
　　真鶴町ホームページ　http：／／www.town-ｍａｎａｚｕｒｕ．ｊｐ／

※下の□にチェックしてください。
□今のままで良い。(現在12人)
□変更した方が良い。(　　　　人削減)　 (　　　　人増加)

※その理由など、お考えをご記入ください。　

※その他、議会改革特別委員会で検討している項目（この議会だより№37の６ページ、委員会報告の中央、
　第２回議会改革特別委員会に掲載）についてのご意見等ございましたら併せてご記入ください。　



　

今
年
も
余
す
と
こ
ろ
一
月
半
と
な
り
ま
し
た
。

時
の
流
れ
の
早
さ
を
感
じ
る
ば
か
り
で
す
。

　

今
年
の
真
鶴
町
議
会
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

３
月
に
は
厳
し
い
社
会
情
勢
や
議
員
年
金
廃
止

に
よ
る
自
治
体
へ
の
大
幅
な
財
政
負
担
を
考
慮

し
、第
1
次
議
会
改
革
と
し
て
議
員
自
ら「
議
員

報
酬
」を
見
直
し
、４
月
か
ら
12
％
の
削
減
を
し

て
議
会
費
で
約
2
2
2
5
万
円
が
削
減
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
２
年
３
ヶ
月
間
を
費
や
し
て
作
成
し

た「
真
鶴
町
議
会
基
本
条
例
」「
真
鶴
町
議
会
政

治
倫
理
条
例
」が
制
定
さ
れ
７
月
よ
り
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
。（
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
閲
覧
で

き
ま
す
）夏
に
は
、「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」を

立
ち
上
げ
、議
会
の
活
性
化
に
向
け
議
員
全
員

で
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
開
か
れ
た
議
会
運
営
を
目
指
し
、平

日
に
時
間
が
取
れ
な
い
方
に
も「
本
会
議
を
録
画

し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
視
聴
で
き
る
よ
う
に
す

る
」こ
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

全
町
民
の
方
々
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
ら
れ

る
環
境
に
い
る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、こ

の「
議
会
だ
よ
り
」が
大
事
と
な
っ
て
き
ま
す
。再

開
後
11
回
目
の
発
行
と
な
り
ま
す
が
、ま
だ
ま
だ

町
民
の
皆
様
方
か
ら「
わ
か
り
に
く
い
」「
説
明
不

足
」「
見
づ
ら
い
」と
ご
指
摘
を
受
け
て
い
ま
す
の

で
改
善
で
き
る
よ
う
に
努
力
を
し
て
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
の
冬
は
平
年
よ
り
暖
か
い
と
気
象
庁
が

発
表
し
て
お
り
ま
す
が
、町
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、年
末
に
向
け
お
体
に
お
気
を
つ
け
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
　

　
　

委
員　

二　

見　

和　

幸

編

集

後

記

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
　
　

委
員
長　

村　

田　

知　

章

副
委
員
長　

板　

垣　

由
美
子

委　
　

員　

高　

田　
　
　

昇

　

〃  　
　

岩　

本　

克　

美

〃  　
　

二　

見　

和　

幸

〃  　
　

青　
　

木　
　

嚴

　さて、どこにあるの？　答えは、16ページに。
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ひなづる幼稚園運動会

真鶴フェスティバル

９月29日

　

地
球
に
調
和
し
た
地
域

づ
く
り
を
め
ざ
す
イ
ベ
ン

ト
が
、
お
林
展
望
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
の
ア
ー
ト
や
音
楽
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、

環
境
と
芸
術
が
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
新
し
い

タ
イ
プ
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

　

１
０
０
０
年
先
の
子
ど

も
た
ち
に
、
こ
の
豊
か
な

真
鶴
の
森
や
海
を
贈
る
た

め
に
、
出
展
者
が
思
い
思

い
の
企
画
を
持
ち
寄
り
ま

し
た
。

　

９
月
29
日　

秋
晴
れ
の
下
、
ひ
な
づ
る
幼
稚
園
の
運
動
会
が
賑

や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、
「
に
ん
た
ま
を
さ
が
せ
！
」
で
す
。
忍
者

の
た
ま
ご
と
し
て
一
生
懸
命
に
修
行
し
、
一
人
前
の
忍
者
に
な
る

こ
と
を
め
ざ
し
ま

す
。
園
児
た
ち
は

お
や
つ
で
ご
じ
ゃ

る
（
年
少
）
忍
者

の
修
行
（
年
長
）

な
ど
の
競
技
に
元

気
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
保
護
者
席
か

ら
も
大
き
な
声
援

が
と
ん
で
い
ま
し

た
。

９月16日

1000年の森
　～つなげよう未来の子ども達へ

　

表
紙
の
写
真
の
投
稿
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

大漁旗（よさこい大漁フェスティバル）

　

表
紙
の
答
え
↓
ま
な
づ
る
小
学
校
か
ら
横
捲
横
断
地
下
道
ま
で
の
階
段


